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甲
州
郡
内
領
に
お
け
る
近
世
初
期
の
検
地
に
つ
い
て

　
　
　
1
朝
日
馬
場
村
の
文
禄
・
寛
文
検
地
の
検
討
1

は
じ
め
に

　
本
論
は
、
甲
州
郡
内
領
朝
日
馬
場
村
に
残
さ
れ
て
い
る
文
禄

三
（
一
五
九
四
）
年
と
寛
文
九
（
ニ
ハ
六
九
）
年
の
検
地
帳
に

よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
農
民
階
層
構
成
と
検
地
の
基
調

的
特
質
に
つ
い
て
分
析
し
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
十
六
世
紀
末

か
ら
十
七
世
紀
中
後
期
に
か
け
て
の
農
村
構
造
と
「
小
農
」
自

立
過
程
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

中

、」ノ

甲
州
郡
内
領
に
お
け
る

近
世
初
期
検
地

路

純

「
村
」
の
成
立
と

　
分
析
に
あ
た
っ
て
概
括
的
に
で
は
あ
る
が
、
甲
州
郡
内
領
の

幕
藩
制
初
期
の
古
文
書
に
限
定
し
て
、
二
の
地
方
で
の
「
村
」

名
の
記
載
を
見
て
お
き
た
い
。

　
表
ー
に
見
る
よ
う
に
、
『
新
編
甲
州
古
文
書
』
第
三
巻
に
収
録

　
　
　
　
（
1
）

さ
れ
た
古
文
書
に
見
る
限
り
で
は
、
前
後
の
史
料
を
欠
く
と
は

言
え
、
天
正
年
間
（
一
五
七
三
－
一
五
九
一
）
前
期
に
は
「
郷
」

名
が
一
般
的
で
あ
る
の
に
比
し
、
天
正
年
間
後
期
、
特
に
天
正

一
九
（
一
五
九
一
）
年
を
初
出
と
し
て
「
村
」
名
が
目
立
ち
、

鶴
川
、
綱
之
上
、
初
狩
な
ど
郡
内
北
部
で
も
「
村
」
名
が
用
い
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（23）　甲州郡内領における近世初期の検地について

表1近世初期の史料に見る郷・村名

年月日 摘要 史料名 ぺ一ジ

天文23．5．21（1554） 都留郡吉田郷 晴信印判状 15

未詳 勝山之郷棟別之事 儘虎判物 40

永禄1．6．24（1558） 勝山郷中新儀非法 信宥折紙 42

〃　4．5．8（1561） 吉田役所 晴信印判状 88

〃　6．5，26（1563） 谷村様云カ 小佐野置文 43

元亀3．6．吉目（1572） 於曾郷 板垣寄進状 46

天正5．2，22（1577） 精進之郷，本栖之郷，西湖之郷 武田印判状 111

〃　7．6．朔日（1579） 吉田町／谷村役所 小山田過所 89

〃19．8．15（1591） 鶴川村，綱之上村，初鷹村＊ 作内印判状 170

〃19．9．23（1591） 勝山村 同 52

文禄3．8．28（1594） 小野村 浅野室寄進状 123

〃　3．8．28（1594） ほのむら 同 39

慶長4．3．22（1599） 葉根子村内云々 浅野折紙 30

〃　4．7．15（1599） 郡中上下在々 同 30

〃　7．2．20（1602） 平栗村，川畠村 出免状 124

〃　9，5．7（1604） 下吉田村 刈鋪山年貢定 131

〃　16．9．10（1611） 谷村 同 131

出典1『新編甲州古文蓄』第3巻．注＊1 「鷹」は「鵬」の誤力．

リ　弐地　A
シ升　ア
ナ　ナ　リ　〔
一　　　。都
フ　リ

㍍養曇
［蔓碧
種煎八文
ア　　拾禄
不小壱　＝
角山二奉
　　田　局　　’

成氏壱浅
沢　ノ　万　野

・頃八左
大　モ　千衛

嵐検四門
ノ　地百佐
ニ　ノ　拾始
村事八　テ
’ア　石検

記て日つ1て　普る幕行
述い付い十考こ及が藩わ
をるのて九えのし’制れの
以こrの（る点て右的た地
下と成記一際といの村検方
にで沢述五注関る　落地で
引あ大が九目連　ととのは
用る田あ○さしとかし際’
し。和り　れてがらての藩
て近村　九る’確すの分体
お世検成一の郡認れr村制
こ初地沢）は内さぱ村を期
う期帳村年’領れ　L通の。のLのの軍のゑ肩がじ寛
蓬客碧諾蓄番毫憂王芙

　　に計天の士初　は化一（
　　つ部正一ど’期　天し一一
　　い分十部にの　正たカ六
　　てが九で’検　後と村六
　　の引年の天地　期さが九
　　同用十検正に　以れ成）
　　書さ月地十つ　降て立年
　　のれ吉に八い　にいしに

判
明
す
る

ら

れ

多
く

の

史
料
が

「
村
L
名
記
載
と

な

つ

て
し、

る

と

が
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一橋論叢　第108巻 第2号 平成4年（1992年）8月号　｛24〕

附図　近郊村落分布図

天
正
十
九
年
ノ
検
地
帳
ア
レ
ト
是
亦
二
村
二
限
テ
他
村
ニ

ア
ル
コ
ト
ヲ
不
聞
。
然
レ
ハ
総
検
地
ハ
文
禄
ヲ
以
テ
初
ト

ス
。
今
是
ヲ
古
検
ト
云
。
今
二
比
ス
レ
ハ
高
二
多
少
ア
レ

ト
モ
今
ヨ
リ
ハ
寡
方
ナ
リ
。
秋
元
氏
領
主
ノ
時
、
寛
文
己

酉
年
再
ヒ
百
姓
二
命
シ
テ
検
地
セ
シ
ム
。
是
時
村
里
百
拾

壱
。
高
弐
万
九
百
拾
壱
石
六
斗
六
升
八
合
五
勺
。
古
検
二

比
ス
レ
ハ
村
落
ノ
増
ス
事
三
拾
村
ナ
レ
ト
、
或
ハ
一
村
両

村
二
別
レ
、
又
五
六
村
ニ
モ
分
レ
シ
故
如
此
民
戸
殖
タ
ル

　
　
（
2
）

ニ
ハ
非
ス~~) 

~
 +
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--- ~~ ~~~~~r{~~ 

~ ~ A ~~ 

~~i) 

B
　
〔
成
沢
村
〕
古
検
地
帳
一
冊
村
民
所
蔵
。
（
天
正
十
九

年
御
検
地
帳
分
米
高
略
）
今
二
比
ス
レ
バ
分
米
・
戸
数
甚

少
シ
。
同
検
地
帳
大
嵐
村
ニ
モ
所
蔵
セ
リ
。
末
紙
壊
レ
テ

不
見
。
全
数
知
レ
サ
レ
ハ
不
記
。
是
ヨ
リ
以
前
ノ
検
地
帳
、

郡
中
絶
テ
ナ
シ
。
唯
此
二
村
二
存
ス
ル
ノ
ミ
。
天
正
壬
午

以
来
検
地
ノ
始
ナ
リ
。
按
二
大
石
村
民
所
蔵
ノ
内
、
天
正

十
九
年
卯
月
十
四
日
加
藤
作
内
家
臣
ノ
印
書
二
云
、
先
年

少
将
様
御
検
地
刻
云
云
。
之
二
拠
ハ
十
八
年
冬
頃
検
地
ア

リ
シ
様
二
聞
ユ
レ
ト
モ
一
郡
ヲ
検
ス
ル
ニ
絶
エ
テ
外
ニ
ナ

シ
。
思
二
検
地
ノ
催
ア
リ
シ
ニ
、
無
程
加
藤
氏
卜
替
リ
ケ

レ
ハ
其
事
不
遂
シ
テ
止
シ
ナ
ル
ベ
シ
。
加
藤
氏
領
地
ト
ナ

リ
テ
此
二
村
検
地
ア
レ
ト
モ
他
村
二
其
沙
汰
ナ
キ
ハ
、
是

モ
西
境
ノ
村
ヨ
リ
初
テ
検
地
セ
シ
ニ
他
村
二
及
ハ
ズ
シ
テ

浅
野
氏
ト
替
レ
ハ
其
事
止
リ
、
文
禄
三
年
二
至
テ
始
テ
郡

中
不
残
検
地
ア
リ
。
今
古
検
地
ト
称
ス
ル
是
ナ
リ
。
又
検

地
帳
一
冊
ア
リ
。
云
鳴
沢
村
御
検
地
名
寄
帳
巻
末
二
慶
長

参
年
戊
卯
月
廿
六
日
、
民
部
ト
シ
テ
在
判
ナ
リ
。
慶
長
三

年
検
地
ノ
事
又
他
村
ニ
ナ
シ
。
思
二
此
地
偏
郷
ニ
シ
テ
隣
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（25〕　甲州郡内領における近世初期の検地について

村
ナ
ク
、
西
辺
ニ
サ
シ
出
シ
村
ナ
レ
ハ
、
文
禄
二
打
残
シ

テ
是
年
二
及
ブ
カ
。
民
部
ト
イ
ヘ
ル
人
不
詳
。
浅
野
氏
家

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

臣
ニ
モ
未
ダ
聞
及
バ
ス
。

　
こ
の
史
料
B
に
よ
れ
ば
、
『
甲
斐
国
志
』
が
成
立
し
た
文
化
十

一
（
一
八
一
四
）
年
当
時
残
さ
れ
て
い
た
加
藤
作
内
の
家
臣
の

印
書
に
、
天
正
十
八
（
一
五
九
〇
）
年
の
冬
頃
に
検
地
が
あ
っ

た
旨
の
記
述
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
、
成
沢
・
大
嵐
二
力
村
に

残
さ
れ
て
い
た
天
正
十
九
年
十
月
吉
日
付
の
検
地
帳
を
も
っ
て

「
天
正
壬
午
以
来
検
地
ノ
始
」
と
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
こ
に
言
う
「
少
将
様
」
は
、
天
正
十
八
（
一
五
九
〇
）
年
八

月
に
郡
内
を
も
領
し
た
羽
柴
（
豊
臣
）
秀
勝
で
、
秀
吉
の
義
子
、

織
因
信
長
の
四
子
に
あ
た
る
。
秀
勝
の
領
有
時
期
に
は
、
郡
内

は
城
代
三
輪
近
家
が
支
配
し
た
と
さ
れ
、
秀
勝
の
後
、
天
正
十

九
年
三
月
に
郡
内
を
領
し
た
の
が
豊
臣
氏
の
家
臣
、
加
藤
光
忠

　
　
　
　
　
　
＾
4
）

（
作
内
）
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
天
正
十
九
年
検
地
帳
は
現
在
は
全
く
残
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
『
甲
斐
国
志
』
の
記
述
に
よ
れ
ぱ
、
天
正
十
八
－
十
九

年
の
秀
勝
・
光
忠
の
時
期
に
こ
の
二
力
村
で
検
地
が
行
わ
れ
た

こ
と
は
確
認
さ
れ
よ
う
。
こ
の
点
と
先
に
示
し
た
表
1
か
ら
見

る
と
、
こ
の
地
方
に
お
け
る
「
村
」
名
の
普
及
が
、
こ
の
天
正

十
八
－
十
九
年
検
地
を
画
期
と
し
て
い
た
も
の
と
推
定
し
て
良

い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
『
甲
斐
国
志
』
は
こ
の
時
の
検
地
を
、

全
郡
に
及
ぷ
も
の
で
は
な
く
、
郡
内
西
域
の
成
沢
・
大
嵐
の
二

力
村
に
限
ら
れ
た
も
の
と
し
、
文
禄
三
（
一
五
九
四
）
年
の
浅

野
氏
重
の
検
地
を
郡
内
で
最
初
の
総
検
地
と
し
て
い
る
。

　
豊
臣
氏
の
五
奉
行
に
数
え
ら
れ
る
浅
野
長
政
に
よ
っ
て
行
わ

れ
た
甲
州
で
の
太
閤
検
地
は
、
国
中
で
は
慶
長
元
年
（
文
禄
五

年
十
一
月
改
元
）
か
ら
同
二
年
（
一
五
九
六
－
九
七
）
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
、
「
弾
正
縄
」
と
呼
ぱ
れ
て
い
る
。
こ
の
浅
野
氏
の

太
閤
検
地
で
石
高
制
が
初
め
て
用
い
ら
れ
、
六
尺
三
寸
を
一
問
、

三
〇
〇
歩
を
一
反
、
京
桝
十
合
を
一
升
と
す
る
制
が
用
い
ら
れ

た
と
さ
れ
る
。

　
し
か
し
郡
内
領
で
は
、
文
禄
二
年
十
一
月
に
浅
野
長
政
が
甲

斐
に
入
国
し
て
後
程
な
い
文
禄
三
（
一
五
九
四
）
年
八
月
に
、

郡
内
を
領
し
た
浅
野
氏
の
家
老
浅
野
氏
重
に
よ
っ
て
検
地
が
行

わ
れ
た
。

　
周
知
の
通
り
太
閤
検
地
は
、
主
に
天
正
末
年
よ
り
文
禄
年
間

3幻



一橋論叢 第108巻第2号 平成4年（1992年）8月号　（26〕

以
降
慶
長
初
年
に
か
け
て
広
汎
に
実
施
さ
れ
た
。
中
で
も
文
禄

三
年
は
、
太
閤
検
地
の
諸
原
則
の
確
立
過
程
で
一
つ
の
画
期
と

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
浅
野
氏
の
検
地
が
、
太
閤
検
地
と
同
一
の

原
則
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
世
一
つ
の
問
題
で
は
あ
る

が
、
後
に
見
る
如
く
三
〇
〇
歩
一
反
制
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と

等
か
ら
見
て
、
基
本
的
に
は
同
一
の
原
則
に
よ
っ
た
も
の
と
考

　
　
（
5
）

え
ら
れ
る
。

　
国
中
地
方
で
は
こ
れ
よ
り
先
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
年

に
、
徳
川
氏
の
三
遠
駿
甲
信
五
力
国
総
検
地
の
際
、
九
筋
に
つ

い
て
伊
奈
熊
蔵
が
検
地
を
行
い
、
「
熊
蔵
縄
」
な
い
し
「
伊
熊

縄
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
地
積
は
大
半
小
の
旧
制

に
よ
り
、
年
貢
収
納
は
一
貫
文
籾
四
俵
当
の
換
算
に
よ
っ
た
と

　
　
（
6
〕

言
わ
れ
る
。
そ
の
後
慶
長
六
、
七
年
（
一
六
〇
一
－
〇
二
）
に

は
、
大
久
保
長
安
が
い
わ
ゆ
る
「
石
見
検
地
」
の
一
環
と
し
て

国
中
三
郡
の
検
地
を
行
い
、
そ
の
検
地
高
は
「
慶
長
古
高
」
と

し
て
以
後
実
質
的
な
意
味
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
こ

と
も
あ
っ
て
か
、
国
中
地
方
で
は
現
在
ま
で
、
こ
の
慶
長
六
、

七
年
の
検
地
帳
が
大
量
に
残
さ
れ
て
い
る
反
面
、
太
閤
検
地
帳

は
全
く
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
僅
か
に
郡
内
の
新
倉
村
及
び
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

鶴
川
郷
の
も
の
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
先

年
筆
老
が
同
郡
朝
日
馬
場
村
の
文
禄
三
年
の
検
地
帳
を
見
る
機

会
が
あ
っ
た
の
で
本
論
で
分
析
を
行
っ
た
。
甲
州
で
の
太
閤
検

地
に
つ
い
て
は
、
検
地
帳
に
即
し
た
分
析
は
こ
れ
ま
で
に
全
く

行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
「
総
検
地
」
と
言
っ
た
場
合
、
全
て
の
村
々
に
わ
た
っ
て
悉
く

検
地
丈
量
が
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
は
速
断
は
し
難
く
、
検
地
帳

の
残
存
分
布
状
況
か
ら
見
て
、
典
型
的
な
村
落
に
限
定
し
た
検

地
丈
量
が
行
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
郡
内
で
は
、
寛

文
九
年
検
地
以
前
に
お
い
て
は
、
こ
の
文
禄
検
地
が
全
郡
的
な

「
古
検
」
と
し
て
基
準
的
な
意
味
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
史
料

A
か
ら
も
知
ら
れ
よ
う
。

　
「
朝
日
村
」
の
文
禄
三
年
検
地
帳
に
は
、
末
尾
に
一
部
欠
損
が

見
ら
れ
る
。
そ
の
記
載
例
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
．
ミ
つ
の
ま

　
　
中
　
壱
反
弐
畝
　
　
　
　
壱
石
五
合
　
九
郎
右
衛
門
　
㌧

　
　
中
　
　
　
六
畝
　
　
　
　
四
斗
八
升
　
本
光
寺
　
　
　
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
そ
く
く
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
略
）

234



｛27）　甲州郡内領における近世初期の検地について

　
本
論
で
分
析
の
対
象
と
し
た
朝
日
馬
場
村
は
、
『
甲
斐
国
志
』

「
村
里
部
」
朝
日
曾
雌
村
の
項
に
「
古
ハ
曾
雌
・
馬
場
・
与
縄
・

井
倉
・
朝
日
小
沢
・
戸
沢
・
玉
川
合
七
村
、
朝
日
郷
ノ
一
村
ニ

テ
、
文
禄
検
地
二
高
五
百
四
拾
五
石
壱
斗
五
升
也
。
寛
文
検
地

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ノ
時
分
レ
テ
七
村
ト
ナ
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
寛
文

検
地
に
お
け
る
「
村
切
り
」
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
さ
れ
、
慶

長
十
五
（
ニ
ハ
一
〇
）
年
の
年
号
の
付
け
ら
れ
て
い
る
「
鳥
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

土
佐
守
様
郡
中
御
縄
入
村
々
取
調
帳
」
に
よ
れ
ば
、
朝
日
村
は
、

鶴
川
・
小
畦
・
黒
野
田
・
中
津
森
の
四
力
村
と
と
も
に
「
親
」

村
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
禄
三
年
検
地
帳
も
、
表
紙
に
「
朝

日
村
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
耕
地
の
地
字
は
、

村
落
東
部
に
隣
村
朝
日
曾
雌
村
分
が
あ
る
か
に
見
ら
れ
る
こ
と

を
除
け
ば
、
そ
の
殆
ど
が
寛
文
九
年
検
地
帳
及
ぴ
地
籍
図
等
の

朝
日
馬
場
村
地
字
に
合
致
し
て
お
り
、
朝
日
馬
場
村
分
の
検
地

　
　
　
　
　
（
1
0
）

帳
と
考
え
て
良
い
。

　
朝
日
馬
場
村
は
、
富
±
山
北
麓
の
山
中
湖
か
ら
流
出
す
る
桂

川
に
井
倉
村
付
近
で
合
流
す
る
朝
日
川
中
流
域
に
位
置
す
る
。

朝
日
川
は
、
道
志
・
秋
山
・
朝
日
曾
雌
村
を
隔
て
る
赤
鞍
ケ
岳

に
水
源
を
有
し
、
冬
季
に
は
水
流
が
潤
れ
水
無
川
と
な
る
。
こ

の
付
近
は
西
か
ら
東
に
か
け
て
谷
を
な
し
て
い
る
た
め
、
夏
季

の
増
水
時
に
は
し
ぱ
し
ぱ
氾
濫
を
生
じ
た
。
集
落
及
ぴ
耕
地
は

川
の
北
側
に
開
け
、
南
側
に
は
川
筋
に
僅
か
な
畑
と
山
添
い
に

山
畑
が
開
か
れ
て
い
る
。
こ
の
村
の
近
世
初
期
よ
り
寛
文
九
年

検
地
ま
で
の
村
高
の
推
移
は
表
2
に
、
そ
の
近
辺
の
村
落
名
は

附
図
に
示
し
た
。

　
こ
の
村
の
戸
口
に
つ
い
て
近
世
初
期
の
史
料
は
な
い
が
、
郡

内
領
の
幕
府
直
轄
化
直
後
の
宝
永
二
（
一
七
〇
五
）
年
の
「
村

差
出
帳
」
に
よ
れ
ぱ
、
表
3
l
ー
に
見
る
よ
う
に
、
当
時
、
本

百
姓
二
一
軒
、
半
役
十
軒
、
水
呑
四
軒
と
さ
れ
て
い
る
。
特
徴

的
な
こ
と
は
、
「
半
役
」
と
す
る
農
民
が
十
軒
を
数
え
て
、
総
数

の
約
三
分
の
一
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
家
数
に
比
し
て

馬
数
が
多
く
、
全
村
で
四
四
疋
を
数
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

二
　
文
禄
－
寛
文
検
地
帳

　
史
料
と
し
て
の
検
地
帳
を
見
る
場
合
、
そ
れ
は
名
請
農
民
の

保
有
面
積
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
経
営
面
積
を
直
接
示
す
も
の

で
は
な
い
こ
と
が
注
意
を
要
す
る
点
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
そ

う
し
た
制
約
を
認
識
し
た
上
で
、
そ
こ
か
ら
判
明
す
る
村
落
の

5〃



一橋論叢 第108巻第2号 平成4年（1992年）8月号　（28〕

表2村高の推移

文禄3年 慶長15年 寛文9年

（1594） （1610） （1669）

戸沢村　　100，924石

玉川村　　　87，896石

朝日村545，150石 朝日村545，150石 井倉村　　167，856石

与縄村　　　47，380石

（朝日村98，730石） 朝日馬場村　72，692石

朝日曾雌村100，285石

朝日小沢村　33，082石

（合計）　　610．115石

出典：『大月市史』史料編，962－963ぺ一ジ．

表3－1 宝永2年の朝日馬場村の戸口

家数

　本百姓

　半役
　　水呑

35軒

21軒

10軒

4軒

人数

　僧

　男

　女

288人
　3人
143人
142人

馬　44匹

牛　4匹

大助郷　黒野田

村次　　曾雌村へ3里

出典1松木家文書，宝永2年「村差出帳」．

　　　　　表3－2　朝日馬場村の戸口の推移

年　　度 戸数 人口 人／戸

宝永2（1705）年 35軒 288人 8．2人

享保6（1721） 37

元文4（1736） 56

明和3（1766） 76 368 4．8

寛政8（1796） 73

文政ユ1（1828） 73

天保4（ユ833） 76 339 4．5

文久2（ユ862） 75 317 4．2

出典1「村明細帳」「人別帳」．
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土
地
構
成
及
ぴ
農
民
階
層
構
成
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

（29）　甲州郡内領における近世初期の検地について

表4土地構成
（1）文禄3年
1　■　1　　　　　　’　　　1　　■　・　　■　　　1　　　　　　I

地種 反別 ％ 石高 ％ 分米平均

田
畑
荒

　53畝10歩1318　20　22　00
3
，
8
9
4
．
6
1
．
6

6
石
7
2
0
合
9
1
　
1
3
0
　
　
8
8
0

6
，
8
9
2
．
3
　
．
9

1
2
．
6
6
．
9
4
．
O

合計 1394　00 100．0 98　730 100．O 7．1

焼畑 136　00 十9．8 426 十〇．4 O．3

（2）寛文9年

地種 反別 ％ 石高 ％ 分米平均

田
畑

192畝12歩1211　19
1
3
，
7
8
6
．
3

13石030合59　080
1
8
，
1
8
1
．
9

6
．
8
4
．
9

合計 1404 01 100．O 72　110 100．O 5，1

山畑 527 22 十37．6 夫豆12　060 十ユ6．7 2．3

分米単位1斗／反． 出典1「検地帳」．

　
（
一
）
　
検
地
帳
に
見
る
特
質
1
・
文
禄
期

　
こ
の
文
禄
検
地
帳
で
確
認
さ
れ
る
総
筆
数
は
、
本
田
畑
二
二

四
筆
、
焼
畑
二
二
筆
の
合
計
二
三
七
筆
で
あ
る
。
こ
の
検
地
帳

か
ら
は
以
下
の
諸
点
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
（
1
）
　
朝
日
馬
場
村
で
の
こ
の
検
地
に
よ
る
打
出
高
は
、
検

地
帳
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
合
計
に
よ
れ
ば
、
村
高
九
八
石
七
三

〇
合
、
総
反
別
二
二
九
四
畝
と
さ
れ
て
い
る
（
表
4
－
1
）
。
こ

の
反
別
総
数
に
つ
い
て
は
、
特
に
畑
方
に
お
い
て
、
後
出
表
7

の
農
民
名
請
地
の
合
計
と
の
問
に
可
成
り
の
誤
差
を
生
じ
て
い

る
が
、
こ
こ
で
は
総
反
別
に
つ
い
て
は
、
検
地
帳
末
尾
の
合
計

数
値
に
よ
っ
て
お
き
た
い
。
こ
の
文
禄
検
地
帳
の
地
積
で
注
意

さ
れ
る
こ
と
は
、
表
8
－
1
に
示
し
た
よ
う
に
、
一
反
歩
以
上

の
比
較
的
広
い
土
地
が
四
一
筆
あ
っ
て
そ
の
数
が
比
較
的
多
い

こ
と
、
ま
た
表
8
－
2
に
示
し
た
よ
う
に
、
焼
畑
の
み
な
ら
ず

本
田
畑
で
も
、
歩
数
に
端
数
が
な
く
、
一
〇
・
一
五
・
二
〇
歩

の
歩
数
を
持
つ
耕
地
五
四
筆
以
外
は
全
て
畝
止
ま
り
と
な
っ
て

い
て
、
歩
数
の
な
い
土
地
が
犬
部
分
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
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一橋論叢 第108巻第2号 平成4年（1992年）8月号　（30〕

表8－1文禄検地帳1筆の反別

反別 本田畑 焼畑 計
6
反
以
上
5
反
以
上
4
反
以
上
3
反
以
上
2
反
以
上
1
反
以
上
1
反
未
満

　
1
　
2
　
3
　
5
3
0
1
8
3

　
2
　
2
　
3
　
6
3
3
1
9
1

合計 224 13 237

単位：筆．単位：筆．

表8－2文禄検地帳歩数　　　分布

歩数 本田畑 焼畑
2
0
歩
1
5
歩
1
0
歩
0
0
歩

2
1
　
4
2
9
1
7
0 13

計 224 13

単位1筆．筆位単

の
こ
と
か
ら
は
三
〇
〇
歩
一
反
、
三
〇
歩
一
畝
と
し
つ
つ
も
、

歩
数
に
は
小
割
が
用
い
ら
れ
た
か
に
見
ら
れ
る
。

　
（
2
）
　
耕
地
の
大
部
分
は
畑
で
、
田
は
十
三
筆
に
す
ぎ
な
い
。

上
畑
は
村
内
中
心
部
の
「
は
ん
ハ
か
い
と
」
に
集
中
し
、
田
は

そ
こ
に
六
筆
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
外
は
各
所
に
一
筆
づ
つ
が
点

在
し
て
い
る
。

　
（
3
）
　
焼
畑
は
、
「
や
き
は
た
分
」
と
し
て
十
三
筆
が
検
地
帳

末
尾
に
一
括
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
総
反
別
は
二
三
ハ
畝

で
、
本
田
畑
面
積
比
九
・
八
％
に
当
る
。
し
か
し
そ
の
分
米
は

反
当
り
僅
か
三
升
で
、
本
田
畑
に
比
し
て
薯
し
く
軽
い
。

　
（
4
）
桑
・
漆
は
、
束
（
そ
く
）
・
駄
（
一
駄
は
一
〇
束
と
推

定
）
で
数
え
ら
れ
、
反
別
・
石
高
は
付
さ
れ
ず
、
分
米
の
肩
に

注
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
、
漆
は
合
計
し
て
も
一
〇
束
に
満

た
ず
、
村
内
の
一
部
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
桑
は
村
内
各
所
に

比
較
的
広
く
散
在
し
て
い
る
。

　
（
5
）
　
麻
畑
は
合
計
十
七
筆
、
五
三
畝
、
五
石
一
・
九
八
合
で
、

総
反
別
の
約
四
％
程
と
な
る
。

　
（
6
）
　
惣
作
地
や
失
人
は
見
ら
れ
な
い
が
、
荒
地
が
合
計
十

一
力
所
あ
り
、
そ
の
反
別
合
計
は
二
三
畝
十
五
歩
、
石
高
は
一

石
四
升
で
あ
る
。
そ
の
内
「
当
荒
」
と
さ
れ
る
も
の
は
二
筆
で
、

そ
の
外
は
「
荒
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
そ
の
年
次
は
明

記
さ
れ
て
い
な
い
。
荒
地
は
い
ず
れ
も
畑
で
、
そ
の
殆
ど
が

下
々
畑
と
な
っ
て
い
る
。
水
田
の
荒
地
は
こ
の
検
地
帳
に
は
全

く
見
ら
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
．

　
（
7
）
　
開
発
地
は
「
当
開
」
と
記
さ
れ
た
土
地
が
四
筆
、
計

二
〇
畝
、
七
斗
で
、
全
て
下
々
畑
で
あ
る
。
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（31〕　甲州郡内領における近世初期の検地について

　
（
二
）
　
検
地
帳
に
見
る
特
質
2
・
寛
文
期

　
次
に
寛
文
九
（
ニ
ハ
六
九
）
年
検
地
帳
に
つ
い
て
見
て
お
こ

う
。
そ
の
特
徴
と
し
て
は
以
下
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
（
1
）
　
寛
文
検
地
帳
に
よ
れ
ぱ
、
そ
の
総
反
別
は
一
四
〇
四

畝
一
歩
、
石
高
七
二
石
一
一
〇
合
と
な
っ
て
い
る
（
表
4
1

　　　表5文禄・寛文検地斗代

（1）文禄検地

地種 一 上 中 下 下々

屋敷 10

田 14 12 8
畑 10 8 6 4

麻畑 10 8
焼畑 0．3

（2）寛文検地

単位1斗■反．出典：同前．

見付々下下

”

’
o
　
4

8
　
　
’
o

2．35

2
）
。
こ
こ
で
も
後
出
表
9
の
合
計
と
多
少
の
差
が
生
じ
て
い

る
が
、
検
地
帳
末
尾
の
合
計
に
よ
っ
て
見
れ
ぱ
、
文
禄
検
地
帳

と
対
照
し
た
際
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
文
禄
期
に
比
し
て
総
耕

地
面
積
が
一
反
余
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
村
高
は

九
八
石
余
か
ら
七
二
石
余
へ
と
、
二
六
石
以
上
、
元
の
村
高
の

三
割
近
く
も
の
減
少
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
村
高

の
減
少
は
、
文
禄
検
地
帳
と
対
照
し
た
表
4
の
分
米
平
均
に
も

見
る
よ
う
に
、
反
当
分
米
が
田
畑
と
も
低
下
し
、
全
村
を
平
均

し
て
七
斗
一
升
か
ら
五
斗
一
升
へ
と
二
斗
以
上
も
低
く
な
っ
て

い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
田
方
で
は
、
反
当
一
石

二
斗
六
升
か
ら
六
斗
八
升
へ
と
急
減
し
て
お
り
、
そ
の
減
少
が

著
し
い
。

　
こ
の
寛
文
検
地
で
は
、
全
藩
領
で
二
千
石
程
の
打
出
し
が
あ

り
、
先
に
引
用
し
た
『
甲
斐
国
志
』
史
料
A
で
も
、
文
禄
検
地

高
は
寛
文
検
地
高
に
比
し
て
寡
少
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
が
、

文
禄
・
寛
文
検
地
で
の
斗
代
及
ぴ
土
地
地
目
別
構
成
を
示
し
た

表
5
・
6
に
見
る
よ
う
に
、
朝
日
馬
場
村
に
つ
い
て
見
る
限
り

で
は
、
文
禄
検
地
の
斗
代
は
上
田
が
一
石
四
斗
と
さ
れ
て
い
る

外
全
体
に
高
く
、
土
地
構
成
で
も
上
中
田
畑
の
比
重
が
大
き
い
。

239



一橋論叢　第108巻　第2号　平成4年．（1992年）8月号　132｝

　表6文禄・寛文検地地目別土地構成
（1）文禄検地

地種 屋敷 上 中 下 下々 麻畑 不明 合計

田 34．10 16．20 3．OO 54．OO

■　　1　　l　　1　　　l　　1　　l　　l 1　　1　　1　　1　　1　　■　　■　　　■　　■　　■ 1　　1　　1　　　1　　1　　1　　1　　1　　I　　l 1　　1　　1　　’　　’　　■　　’　’　　’　　’

％ 2．7 1．3 0．2 4．2

石高 4，614 2，020 240 6，874

畑 23．20 125．10 519．05 306．05 207．OO 53．00 2，10 1236．20
1　　■　　■　　■　　1　　■　　■　　’ ■　　■　　■　　■　　1　　’　　’　　1　　－　　1 ‘　　1　　’　　一　　一　　1　　1　　1　　1　　　1 1　　1　　1　　1　　1　　　1　　1　　1　　　1　　　1 1　　1　　1　　1　　1　　■　　’　　■　　■　　1　　’　　’　　■

％ 1．8 9．7 40．3 23．7 16．O 4．1 O．2 95．8

石高 2，367 12，682 42，696 19，551 9，706 5，198 230 92，430

1290．20
1　　1　　1　　1　　　1　　1　　1　　I　　■　　　l　　　1

1OO．0

99，304

（2）寛文検地

地種 屋敷 上 中 下 下々 見付 合計

田 13．16 69．14 63．05 46，07 192．12

1　I　■　I　’　■　　■　1　■　　■　　■ ■　　‘　　‘　　1　　’　　1　　一　　一　　1　　1　　1　　■ ■　　1　　1　　I　　1　　1　　1　　1　　　1　　1

％ 1．O 4．9 4．5 3．3 13．7

石高 1，380 5，550 3，790 2，310 13，030

畑 43．01 43．16 122，20 300，17 336．14 365．11 I211I19

1　　1　　‘　　　1　　1　　‘　　1　　1　　1 1　I　1　　1　　■　　■　1　’　■　　■　■　’ ■　　’　　1　　1　　1　　1　　　■　　　1　　1　　1　　1　　1　　1 1　　1　　－　　1　　　1　　1　　1　　1　　1　　1　　　1　　　1

％ 3．1 3．1 8．7 21．4 24．O 26．O 86．3

石高 4，300 4，350 9，810 18，030 13，460 9，130 59，080

1404．01
1　　1　　1　　1　　　1　　1　　■　　■　　I　　■　　■　　■

1OO．0

72，110

単位．畝・歩，％，合． 出典1「検地帳」．注：屋敷は畑方に含む．
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甲州郡内領における近世初期の検地について（33〕

寛
文
検
地
の
斗
代
は
、
畑
方
で
は
変
化
は
な
い
が
、
水
田
で
は

二
斗
切
下
げ
、
地
目
構
成
で
も
文
禄
検
地
に
比
し
て
上
中
田
畑

が
薯
し
く
減
少
し
、
下
田
畑
以
下
、
開
発
地
の
切
替
え
と
考
え

ら
れ
る
見
付
田
畑
を
も
合
計
す
る
と
全
耕
地
の
八
四
・
一
％

に
達
し
て
い
る
。

　
（
2
）
　
水
田
は
文
禄
期
の
五
四
畝
か
ら
一
九
二
畝
へ
二
二
八

畝
余
り
増
加
し
、
水
田
面
積
は
文
禄
期
比
約
三
・
六
倍
に
達
し

て
い
る
。
し
か
し
（
1
）
に
見
た
よ
う
な
事
情
か
ら
、
そ
の
石

高
は
六
石
八
斗
か
ら
二
二
石
七
斗
に
増
加
し
た
に
止
ま
っ
て
い

る
。

　
（
3
）
　
一
方
、
寛
文
検
地
帳
の
本
田
畑
総
筆
数
は
文
禄
期
の

二
二
四
筆
か
ら
六
二
八
筆
へ
二
・
八
倍
の
増
加
を
見
て
い
る
。

そ
れ
に
伴
っ
て
一
筆
当
た
り
の
面
積
が
狭
小
化
し
、
一
反
歩
以

上
の
耕
地
片
は
本
田
畑
で
は
僅
か
三
筆
、
山
畑
で
は
十
一
筆
を

数
え
る
に
す
ぎ
ず
、
文
禄
期
に
比
し
て
著
し
く
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
点
、
一
筆
一
地
片
と
み
な
し
得
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
問
の

農
民
数
の
増
加
と
相
侯
っ
て
、
－
耕
地
の
細
分
化
が
著
し
く
進
ん

だ
跡
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
ま
た
文
禄
期
に
目
立
っ
た
荒
地
は
、

寛
文
検
地
帳
上
で
は
皆
無
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
4
）
　
文
禄
期
に
見
ら
れ
た
焼
畑
に
か
わ
っ
て
、
寛
文
検
地

で
は
山
畑
の
検
地
が
行
わ
れ
て
い
る
。
文
禄
期
の
焼
畑
二
三
ハ

畝
に
比
し
、
寛
文
期
の
山
畑
は
五
二
七
畝
で
、
三
・
八
倍
に
達

し
、
本
田
畑
面
積
比
も
、
文
禄
期
の
九
・
八
％
か
ら
三
七
・
六

％
に
増
大
し
て
い
る
。
寛
文
の
山
畑
検
地
で
は
、
山
畑
も
本
田

畑
と
同
じ
く
上
．
中
・
下
・
下
々
に
区
分
さ
れ
、
反
当
り
三
斗

か
ら
二
斗
の
大
豆
高
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
（
5
）
　
桑
は
、
束
数
が
同
じ
量
目
で
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
文
禄

期
の
二
四
〇
束
か
ら
二
八
○
束
へ
と
一
六
％
の
増
加
を
見
て

い
る
。
麻
・
漆
は
検
地
帳
上
は
皆
無
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
文
禄
期
か
ら
寛
文
期
へ
の
変
化
で
特
質
的
な

こ
と
と
し
て
は
、
水
田
の
急
増
と
そ
れ
に
反
し
て
の
村
高
の
減

少
、
見
付
田
畑
及
び
山
畑
の
急
増
、
一
筆
当
り
耕
地
面
積
の
減

少
、
桑
の
増
加
と
い
っ
た
諸
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

三

農
民
階
層
構
成
の
変
化
1
「
小
農
」
自
立
の

進
展
と
「
小
農
」
維
持
政
策
へ
の
転
換

次
に
文
禄
期
及
び
寛
文
期
の
同
村
の
農
民
の
階
層
構
成
に
つ
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-~~~~~~~ ~F~~ 4 ~F (1992 ~p) 8 ;~l~~- ( 34 ) 

■1　1　－1　■　　　，　　■　■

屋敷 不明 桑 湊 反別ノ筆数 石高ノ反別 焼畑籔数 同反別 同石高

26 2．O 11．7 70．20 2 70．皿O 210

2．OO 15 2．5 5．7 9皿．92 2 13．OO 40

32 11．4 75．79

2．OO 6 3．6 85．70

5．O 62 77．15

1．20 24 5．2 82．54 2 14．00 45

1．00 4 6．3 92．31 1 2．OO 8
200 16 3．8 76．42

2．OO 2｛ 40 7447

1 5．4 79．5ヨ

3．00
9．5 87．37

2．00 14 4．4 81．25

2．OO 6 4．8 80．26

1O 40．O 62．50

4 2．1 92．46 1 20．OO 60

3．OO 1 3．5 92．19

1．OO 2 3．6 75．70

5 4．1 75．73

20 21．O 5238

1 29 76．03 1 4．OO 15

1 9．0 47．78

2．10 2 44 63．75

20 42 1OO．80

130 6000

4．5 64．44

1 9．o 62．22

2．OO 1 1．9 8294

2．2 70．85

3．3 39．OO

3．0 40．皿O

2．O 40．OO

10 40．OO

1．0 40．00
■　’　1　1　1　■　　■　　■　1　　1 ■　■　　’　1　1　1　1　1　’ 1　　1　　1

1　1　1　■　　　　　　　　　1　I　■　■ 1　1　’　’　1　1　■　I　1　1　’
■　　1　　1　　1　　■

1 4．OO 15

1 4．00 15

1 3．00 10

1 200 8

4 5．O 59．OO

5．0 60．00

4．O 40．OO

2．0 6000

23．20 2．1 24
9
．

5
． 76．94 13 136．O 犯

Q~~~~~~~~ 

(Ar:, ) . 
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（35）　甲州郡内領における近世初期b検地について

．、　　1　　　　’、　円、　｝、■一

農民名 筆数 同石高 同反別 田 畑 畑荒 畑開 麻畑

1 ‡九郎右衛門 23 18，907 269．lO 2犯．1 3．OO 1700
2 四郎右衛門 19 9，865 108．15 2．20 94．皿o O．15 9．1O
3 六郎右衛門 1O 8，640 11400 2．OO 100．OO 500

総右衛門
7．OO

4 25 7，713 90．OO 8．OO 7200 8．OO
5 本光寺 11 5，285 68．15 65．15 3．OO

6 源左衛門 11 4，677 56．20 10．20 29．1O 1O．OO

藤六
50⑪

7 8 4，677 5020 4500 4．20
8 清四郎 14 4，050 53．OO 6．20 42．20 1．20
9 新左衛門 13 3．885 52．05 4．OO 42．25

10 藤二郎
3ユ0

8 3．420 43．00 40．OO 3．OO
11 東正寺 4 3，320 38．00 3500
12 五郎右衛門 9 3，223 39．20 7．OO 26．20

弥六郎
4．OO

13 8 3．050 38．OO 3ユ．00 5．OO
14 九郎右衛門たん作 1 2，500 40．OO 4000
15 甚七郎 12 2，327 2505 3．OO 20．15 i20
16 六右衛門 7 2，274 24．20 3．20 ユ8．oo

ユ7 七右衛門 6 1，615 21．1O 20．1O
18 与右衛門 4 1，237 16．10 3．1O 13．OO
19 向右衛門 1 1，100 2ユ．OO 21．OO
20 惣四郎 4 887 11．2皿 7．OO 300 ユ．20

21 八蔵 2 860 18．OO 3．oo 1500
22 小三≡郎 3 850 13．10 11．OO
23 清右衝門 2 840 810 8．1O
24 四平 1 780 13．OO 13．OO
25 道欽 2 580 9．OO 9．OO

26 源七郎 1 560 9．OO 日．OO

27 与七郎 3 470 5．20 200 1．20
28 六左衛門 2 307 4．1O 4．10
29 九兵衛 1 13皿 3．1O 310
30 勝三郎 1 120 3．oo 300
31 九郎右衝門分清左衛門 1 80 2．OO 2．00
32 九右衝門 1 40 1．00 1OO
33 与三右衛門 1 40 1OO

■　　1 ‘‘1　1’■■　1　l　一　一’1■　一一■1■1　■
1．OO

1　　■　　’　　■　　■ ’　　1　　1　　I　　一　　‘　　’ I　　■　　一　　■　　1　　1　　I　　‘　　’ 1　　1　　一　　‘　　■

34 清七郎
■　　1　　I　　1　　‘　　1　　1　　I　　1 ■　　■　　1　　1　　1　　‘　　■　　I

35 」・次郎

36 差七郎
37 三郎五郎

1 四口 1 295 5．OO 500
2 藤口 1 300 5．OO 5．00
3 口左衛門 1 160 400 4．OO
4 ロロ（同人） 2 240 4．00 400

合計 224 99，304 1．29020 54．OO ユ，10905 28．15 2000 53．OO
u＿　　　I

注1引ま分付主．

表7文禄検地

単位．石高（合〕．反別（畝・歩）；桑・漆（東）．1筆当反別（畝）．1畝当石高
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甲州郡内領における近世初期の検地について
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一橋論叢　第108巻 第2号 平成4年（1992年）8月号　（38〕

い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。
表
7
・
9
及
び
表
u
は
、
文
禄
・

寛
文
検
地
帳
に
よ
る
農
民
の
保
有
石
高
・
反
別
に
よ
る
階
層
構

成
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
文
禄
期
の
農
民
階
層
構
成

　
文
禄
検
地
帳
で
名
前
の
確
認
さ
れ
る
農
民
は
合
計
三
七
人
で

あ
る
。
農
民
名
に
は
村
名
が
付
さ
れ
て
い
な
い
の
で
入
作
に
つ

い
て
は
判
明
し
な
い
。
ま
た
本
百
姓
・
半
役
・
水
呑
の
区
別
は

判
明
せ
ず
、
一
部
欠
損
の
た
め
判
読
し
難
い
個
所
も
あ
る
が
、

こ
こ
で
の
農
民
総
数
は
、
表
3
1
ー
の
宝
永
二
年
当
時
の
家
数

三
五
軒
に
近
い
数
と
な
っ
て
い
る
。

　
表
7
か
ら
知
ら
れ
る
文
禄
期
の
特
徴
と
し
て
は
、
以
下
の
よ

う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　
（
a
）
　
文
禄
期
の
場
合
、
本
田
畑
二
町
以
上
の
九
郎
右
衛
門

が
村
内
で
優
越
的
な
地
位
を
占
め
、
次
い
で
九
反
以
上
の
農
民

三
人
が
上
層
農
民
経
営
を
形
成
し
て
お
り
、
六
反
以
下
層
と
の

問
に
断
絶
が
あ
る
。
本
田
畑
保
有
農
民
は
三
三
人
で
、
そ
の
内

一
反
未
満
の
零
細
農
民
は
十
人
を
数
え
、
そ
の
外
四
人
は
本
田

畑
を
保
有
せ
ず
、
焼
畑
の
み
保
有
し
て
い
る
。
こ
の
後
の
寛
文

期
の
農
民
名
と
の
系
譜
関
係
が
明
ら
か
で
な
い
の
で
、
こ
れ
ら

の
農
民
経
営
の
実
態
は
判
明
し
な
い
も
の
の
、
お
そ
ら
く
焼
畑

の
み
保
有
の
農
民
は
、
村
内
有
力
農
民
の
従
属
的
農
民
な
い
し

「
自
立
」
過
程
に
あ
る
小
百
姓
と
み
な
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
b
）
　
保
有
地
の
筆
数
を
見
る
と
、
表
7
に
示
し
た
よ
う
に
、

一
筆
し
か
保
有
し
て
い
な
い
百
姓
が
二
二
人
、
二
筆
保
有
が
三

人
で
、
保
有
数
が
少
な
い
農
民
が
多
い
。

　
（
C
）
　
「
分
付
」
及
び
「
～
、
～
作
」
と
す
る
例
は
三
例
で
、

全
て
九
郎
右
衛
門
を
分
付
主
と
し
て
い
る
。

　
（
d
）
　
「
屋
敷
」
は
三
七
人
中
十
二
人
が
保
有
し
て
い
る
の

み
で
、
九
郎
右
衛
門
の
場
合
に
も
「
屋
敷
」
は
確
認
さ
れ
ず
、

屋
敷
地
に
免
除
地
が
設
定
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
屋
敷
地
保

有
農
民
数
は
前
出
表
3
1
1
に
示
し
た
宝
永
二
年
の
「
本
百

姓
」
家
数
二
一
軒
に
比
し
て
も
著
し
く
少
な
い
。

　
（
e
）
　
開
発
地
に
つ
い
て
は
、
四
筆
中
三
筆
が
九
郎
右
衛
門

の
名
請
地
、
残
り
一
筆
は
藤
二
郎
の
名
請
地
と
な
っ
て
い
る
。

九
郎
右
衛
門
の
外
、
藤
二
郎
も
四
反
程
の
耕
地
を
有
す
る
村
内

一
〇
位
の
農
民
で
、
そ
の
名
請
農
民
は
い
ず
れ
も
中
上
層
農
民

と
な
っ
て
い
る
。
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（39〕　甲州郡内領における近世初期の検地について

　
（
f
）
　
麻
畑
は
十
二
人
が
保
有
し
、
二
石
以
上
層
で
の
保
有

比
率
が
高
い
が
、
一
石
以
下
層
に
も
二
人
認
め
ら
れ
る
。
漆
は

九
郎
右
衛
門
．
四
郎
右
衛
門
・
東
光
寺
の
上
層
農
民
三
人
が
保

有
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

　
（
g
）
　
他
方
、
桑
の
保
有
農
民
の
階
層
は
広
く
、
本
田
畑
の

表10　文禄3年検地帳，九郎右衛門保有地内訳

地種 地位 筆数 反別 桑 漆 石高

名
　
　
・
1
■
1
■
1
1
■
一
一
‘
■
1
　
　
1
内
付
請
　
1
…
…
…
…
一
　
　
1
　
当
開
　
　
r
1
－
1
■
■
　
　
　
　
一
地
1
荒

中
下
下
々
1
　
1
　
’
　
’
　
　
’
　
　
■
　
　
■
中
■
　
　
1
　
　
■
　
　
1
　
　
1
　
　
一
下
々
■
　
　
1
　
　
1
　
　
■
　
　
■
　
　
一
　
　
■
下
々

　
5
　
5
　
7
1
　
1
　
1
　
一
　
’
　
1
　
1
1
　
　
1
　
　
1
　
　
■
　
　
1
　
　
一
　
　
’
　
3
1
　
I
　
1
　
‘
　
1
　
’
　
■
　
2

1
1
3
2
’
　
■
　
■
　
　
■
　
　
1
1
0
■
　
　
’
　
　
1
　
　
’

2
一
　
　
‘
　
　
’
1
　
　
■
　
　
1
1
　
　
1
　
　
一
　
　
’

田畑合計 23 269．10 26 18，907

焼畑 2 70．OO 210

分
付
地

たん作清右衛門作清左衛門作 下
上
下
々

1
1
1

4
0
．
O
0
6
，
1
0
2
．
O
O

10
2
．
5
0
0
6
3
0
　
8
0

小計 3 48．10 10 2 3，210

総合計 28 387．20 36 22，327

清右衛門名請地 下々 1 2．OO 20 210

単位：筆，畝・歩，束，合．出典1文緑「検地帳」

注：表7，23位の清右衛門保有の2筆の内，1筆は分
　　付．

保
有
石
高
が
一
石
末
満
で
二
〇
束
を
保
有
す
る
農
民
も
見
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
こ
の
文
禄
期
に
は
桑
の
保
有
束
数
と
本
田
畑
の

保
有
石
高
と
は
比
例
し
て
い
な
い
。

　
（
h
）
　
焼
畑
保
有
農
民
は
十
人
で
、
内
四
人
は
焼
畑
の
み
保

有
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
焼
畑
を
保
有
し
な
い
農
民
の
方
が
多
く
、

焼
畑
保
有
が
村
内
の
一
部
の
農
民
経
営
に
限
ら
れ
て
い
た
も
の

と
考
え
ら
れ
、
本
田
畑
と
と
も
に
焼
畑
を
保
有
す
る
六
人
の
農

民
は
、
村
内
の
有
力
農
民
層
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
i
）
　
ま
た
水
田
保
有
農
民
は
十
一
人
で
あ
る
が
、
九
郎
右

衛
門
を
は
じ
め
、
上
層
農
民
で
も
水
田
を
保
有
し
て
い
な
い
場

合
が
多
い
。

　
文
禄
検
地
帳
の
農
民
階
層
構
成
の
特
徴
と
し
て
は
以
上
の
よ

う
な
諸
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
表
7
よ
り
す
れ
ぱ
、
こ
の
検
地
で
は
、
反
別
一
畝
前
後
の
零

細
小
百
姓
の
展
開
が
把
え
ら
れ
つ
つ
、
家
父
長
制
的
経
営
が
上

位
に
位
置
し
、
「
小
農
」
経
営
が
な
お
本
格
的
な
展
開
を
見
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
n
）

な
い
状
況
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
こ
こ
で
は
各
階
層
の
経
営
的
性

格
に
つ
い
て
は
、
充
分
な
史
料
が
整
わ
な
い
の
で
、
さ
し
当
り

九
郎
右
衛
門
の
名
請
地
及
ぴ
分
付
地
に
つ
い
て
見
て
お
く
こ
と
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に
す
る
。
そ
れ
を
表
示
す
る
と
表
1
0
の
よ
う
に
な
る
。

　
九
郎
右
衛
門
の
名
請
地
は
本
田
畑
合
計
二
六
九
畝
十
歩
で
、

上
畑
は
な
く
、
そ
の
外
焼
畑
が
七
反
あ
り
、
分
付
地
は
合
計
四

八
畝
十
歩
と
な
っ
て
い
る
。

　
分
付
百
姓
は
、
た
ん
・
清
右
衛
門
・
清
左
衛
門
の
三
人
を
数

え
、
こ
の
三
人
は
焼
畑
は
保
有
し
て
い
な
い
。
そ
の
内
、
清
右

衛
門
は
こ
の
分
付
地
の
外
に
二
畝
の
名
請
地
を
有
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
分
付
農
民
に
つ
い
て
は
、
分
付
主
へ
の
隷
属
農
民
経

営
、
そ
の
分
付
地
は
、
九
郎
右
衛
門
か
ら
の
分
与
地
と
み
な
し

得
よ
う
。
こ
の
分
付
三
老
の
内
、
清
右
衛
門
の
場
合
、
零
細
で

は
あ
る
が
個
別
の
名
請
地
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ぱ
、

比
較
的
「
自
立
」
度
の
高
い
小
百
姓
と
考
え
ら
れ
、
こ
う
し
た

文
禄
期
の
分
付
か
ら
は
、
名
田
小
作
へ
の
移
行
が
予
想
さ
れ
る
。

　
（
二
）
　
寛
文
期
の
農
民
階
層
構
成

　
次
に
寛
文
九
（
ニ
ハ
六
九
）
年
検
地
帳
に
よ
っ
て
、
こ
の
時

期
の
農
民
の
階
層
構
成
を
見
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
検
地
帳

で
は
、
朱
筆
に
よ
る
加
筆
や
付
簑
が
殆
ど
全
筆
に
わ
た
っ
て
い

る
が
、
本
論
で
は
加
筆
分
は
後
年
の
変
化
を
示
す
後
筆
と
み
な

し
、
検
地
帳
作
成
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
原
筆
に
限
定
し
て
検

討
し
た
。

　
寛
文
検
地
帳
に
よ
っ
て
、
農
民
の
保
有
地
を
集
計
す
る
と
表

9
の
よ
う
に
、
合
計
六
八
人
の
農
民
が
確
認
さ
れ
る
。
文
禄
検

地
帳
と
同
様
に
百
姓
名
に
は
村
名
は
な
く
、
入
作
は
判
明
し
な

い
。
本
田
畑
保
有
農
民
は
文
禄
期
の
三
三
人
か
ら
四
九
人
へ
の

増
加
で
あ
る
の
で
、
本
田
畑
保
有
農
民
数
で
は
十
六
人
、
文
禄

期
比
約
五
割
の
増
加
に
止
ま
る
が
、
本
田
畑
を
保
有
し
な
い
農

民
の
増
加
が
著
し
い
。

　
表
9
か
ら
認
め
ら
れ
る
寛
文
期
の
農
民
階
層
構
成
の
特
徴
と

し
て
は
以
下
の
諸
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　
（
a
）
　
表
u
の
文
禄
・
寛
文
検
地
帳
農
民
階
層
構
成
対
照
表

に
示
し
た
よ
う
に
、
一
反
末
満
の
下
層
農
民
数
が
著
し
く
増
加

し
、
全
体
の
過
半
に
達
し
て
い
る
。

　
（
b
）
　
分
付
が
三
例
か
ら
九
例
に
増
加
し
、
分
付
主
で
あ
っ

て
分
付
地
を
持
つ
場
合
等
、
そ
の
記
載
が
多
様
化
し
て
い
る
。

分
付
主
も
文
禄
期
の
九
郎
右
衛
門
の
一
名
か
ら
四
名
に
増
加
し
、

表
9
の
農
民
名
に
＊
印
を
付
し
た
助
右
衛
門
に
四
筆
、
太
兵

衛
・
市
左
衛
門
に
各
二
筆
、
次
郎
右
衛
門
に
一
筆
が
認
め
ら
れ
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（41）　甲州郡内領における近世初期の検地について

る
。

　
（
C
）
　
本
田
畑
で
「
庄
三
郎
・
庄
太
郎
」
、
山
畑
で
「
源
左
衛

門
．
与
三
左
衛
門
」
の
よ
う
な
一
筆
の
土
地
の
「
相
請
」
が
認

め
ら
れ
る
。

　
（
d
）
　
山
畑
保
有
農
民
数
は
文
禄
期
の
焼
畑
保
有
農
民
数
よ

り
薯
し
く
多
く
、
持
高
二
五
位
の
五
郎
右
衛
門
以
上
の
階
層
と

下
層
で
の
保
有
比
率
が
高
く
、
中
層
で
は
ま
ぱ
ら
に
な
っ
て
い

る
。
特
に
中
下
層
農
民
層
で
は
、
山
畑
の
反
別
が
本
田
畑
反
別

を
上
回
っ
て
お
り
、
零
細
農
民
に
な
る
程
、
山
畑
へ
の
依
存
が

強
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
山
畑
の
み
を
保
有
す

る
農
民
は
十
九
人
で
、
持
高
四
二
位
の
源
蔵
分
助
右
衛
門
や
持

高
四
八
位
の
助
右
衛
門
分
彦
兵
衛
の
よ
う
に
、
畑
は
分
付
で
あ

る
が
、
山
畑
は
保
有
し
て
い
る
例
が
見
ら
れ
こ
と
か
ら
は
、
山

畑
の
開
発
．
分
与
を
通
じ
て
「
小
農
」
経
営
の
自
立
を
は
か
る

場
合
が
多
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
e
）
　
表
9
に
も
見
る
よ
う
に
、
寛
文
期
に
お
い
て
は
、
桑

の
保
有
束
数
は
本
田
畑
の
保
有
石
高
と
ほ
ぼ
比
例
す
る
よ
う
に

な
り
、
文
禄
期
の
場
合
と
異
な
っ
た
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
は
、
機
業
運
上
の
村
請
な
ど
の
諸
規
制
の
影
響
が

考
え
ら
れ
る
。

　
（
f
）
　
水
田
の
比
重
が
著
し
く
高
く
な
っ
て
お
り
、
保
有
反

別
の
比
較
的
大
き
い
農
民
経
営
は
そ
の
殆
ど
が
水
田
を
保
有
す

る
よ
う
に
な
り
、
水
田
化
の
進
展
と
稲
作
強
制
の
影
響
を
う
か

が
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
（
g
）
　
以
上
の
外
、
文
禄
期
か
ら
寛
文
期
に
か
け
て
の
変
化

表11文禄・寛文検地帳農民階層構成対照表

保有反別 文禄3年 ％ 寛文9年 ％

3町以上 1 1，5

2町以上1町以上

1
2

2
．
7
5
．
4 1 1．5

9
反
以
上
8
反
以
上
7
反
以
上
6
反
以
上
5
反
以
上
4
反
以
上
3
反
以
上
2
反
以
上
1
反
以
上
1
反
未
満

1
1
4
2
3
4
5
1
0

2
．
7
2
．
ア
1
0
．
8
5
．
4
8
．
1
ユ
O
．
8
1
3
，
5
2
7
．
1

ユ
1
1
2
1
1
7
1
1
0
2
2

1
．
5
1
．
5
1
，
5
2
．
9
1
．
5
1
，
5
1
0
．
3
1
，
5
1
4
，
7
3
2
．
3

焼畑のみ 4 10，8 19 27．8

合計 37 100．O 68 1OO．O

単位：人・％
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と
し
て
重
要
な
の
は
、
見
付
田
畑
の
比
重
の
増
大
を
も
一
因
と

し
た
検
地
石
盛
の
低
下
に
よ
っ
て
、
最
上
位
の
九
郎
右
衛
門

（
助
右
衛
門
）
の
持
高
が
十
九
石
余
か
ら
十
五
石
余
に
減
少
し

て
い
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
各
農
民
経
営
の
保
有
石
高
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
表
7
・
9
の
一
畝
当
り
石
高
（
合
）

を
示
し
た
表
1
2
か
ら
も
判
明
す
る
よ
う
に
、
各
農
民
経
営
が
保

有
す
る
土
地
の
分
米
は
、
文
禄
期
か
ら
寛
文
期
に
か
け
て
、
そ

れ
ぞ
れ
反
当
一
斗
以
上
の
減
少
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
更
に
、

文
禄
期
に
は
一
畝
当
り
石
高
の
大
き
い
農
民
が
全
体
の
遇
半
を

占
め
て
い
た
の
に
比
し
て
、
寛
文
期
に
は
一
畝
当
り
石
高
の
よ

り
小
さ
い
農
民
階
層
に
重
点
が
移
行
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
年
貢
負
担
に
つ
い
て
は
、
高
免
の
場
合
、
検
地
石
盛
の
み
な

ら
ず
免
の
上
下
が
大
き
く
作
用
し
、
実
際
上
藩
体
制
期
の
免
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
2
）

著
し
く
高
率
で
あ
っ
た
が
、
寛
文
検
地
の
場
合
、
「
百
姓
中
ケ
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
3
）

之
検
地
」
の
形
式
を
採
っ
て
い
る
こ
と
と
併
せ
て
、
検
地
石
盛

の
面
で
、
文
禄
検
地
に
比
し
て
分
米
負
担
が
著
し
く
軽
減
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
寛
永
期
以
降
延
宝
．

元
禄
期
に
か
け
て
行
わ
れ
た
灌
混
用
水
路
・
新
田
造
成
等
の
生

　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

産
諸
条
件
の
整
備
や
見
付
田
畑
の
増
加
に
示
さ
れ
る
新
田
開
発

を
通
じ
て
広
汎
に
進
展
し
つ
つ
あ
っ
た
「
小
農
」
自
立
と
単
婚

小
家
族
労
働
経
営
の
成
立
に
対
応
し
た
藩
権
力
の
政
策
的
対
応

と
そ
の
結
果
を
明
瞭
に
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
一
方
、
以
上
に
見
た
特
徴
の
内
、
（
b
）
に
見
る
よ
う
な
「
分

付
」
農
民
の
増
加
か
ら
は
、
「
小
農
」
自
立
の
進
展
に
伴
う
零
細

な
質
地
小
作
関
係
の
萌
芽
的
な
展
開
が
予
測
さ
れ
る
。
こ
こ
で

は
文
禄
期
と
同
じ
く
「
分
付
」
と
し
て
検
地
帳
に
示
さ
れ
る
小

農
民
と
文
禄
期
の
分
付
農
民
と
の
間
に
一
つ
の
段
階
差
が
認
め

ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
寛
文
検
地
は
「
小
農
」
自
立
政

策
の
一
画
期
を
な
す
と
と
も
に
、
「
小
農
」
維
持
政
策
へ
の
転
回

点
に
位
置
し
、
そ
う
し
た
農
政
転
換
を
通
じ
て
、
い
わ
ゆ
る
地

主
手
作
の
困
難
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
特
質
的
で
、
お
そ
ら
く

二
の
こ
と
が
寛
文
検
地
に
前
後
す
る
寛
文
・
延
宝
期
の
百
姓
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

撰
と
も
関
連
し
、
元
禄
期
に
か
け
て
の
年
貢
滞
納
の
累
積
に
も

示
さ
れ
る
藩
制
の
「
危
機
」
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
宝
永
元
（
一
七
〇
四
）
年
の
藩
主
秋
元

蕎
知
の
川
越
へ
の
転
封
と
郡
内
領
の
幕
府
直
轄
化
は
、
そ
う
し

た
「
危
機
」
へ
の
幕
藩
領
主
層
か
ら
の
一
つ
の
対
応
で
あ
っ
た
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と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
享
保
・
宝
暦
期
へ
の
展
開

　
こ
こ
で
朝
日
馬
場
村
の
家
数
の
推
移
を
見
て
お
き
た
い
。
前

表
3
－
2
に
見
る
よ
う
に
、
宝
永
二
年
当
時
の
家
数
は
文
禄
検

地
帳
上
の
農
民
数
と
ほ
ぽ
同
じ
三
五
軒
を
数
え
、
以
後
人
数
の

変
化
は
少
な
い
が
、
元
文
－
明
和
期
に
か
け
て
家
数
は
七
六
軒

へ
と
倍
増
し
、
寛
文
検
地
帳
上
の
農
民
数
六
八
人
に
近
い
数
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
じ
時
期
、
同
様
の
家
数
の
増
加
は
こ

の
地
方
の
村
落
で
広
く
認
め
ら
れ
、
北
部
の
下
和
田
村
で
は
、

享
保
期
に
従
来
の
名
主
の
手
作
が
困
難
と
な
る
一
方
、
宝
暦
七

年
の
検
地
帳
改
め
を
通
じ
て
寛
文
検
地
帳
上
の
殆
ど
の
土
地
で
、

そ
の
持
高
を
二
な
い
し
三
、
四
つ
に
分
割
す
る
こ
と
が
行
わ
れ

　
（
1
6
）

て
い
る
。

　
享
保
十
二
年
に
か
け
て
の
年
貢
仕
法
改
革
は
、
米
納
年
貢
を

含
む
現
物
地
代
の
撤
廃
と
機
業
収
益
を
源
泉
と
し
た
皆
金
納
へ

の
転
換
を
主
と
し
た
も
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
小
農
」
維
持

を
基
調
と
し
た
年
貢
負
担
の
一
定
の
合
理
化
が
図
ら
れ
た
も
の

　
　
　
（
1
7
）

と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
は
幕
藩
制
第
一
段
階
か
ら
第
二
段
階
へ

の
転
換
、
更
に
は
享
保
改
革
に
前
後
し
て
、
質
地
小
作
の
展
開

を
主
な
内
容
と
し
た
第
三
段
階
か
ら
、
元
文
期
以
降
の
第
四
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
8
）

階
へ
の
推
移
が
予
想
さ
れ
る
。

　
し
か
し
以
上
の
よ
う
な
支
配
関
係
の
変
化
に
伴
う
村
落
構
造

の
展
開
過
程
の
特
質
に
つ
い
て
は
、
こ
の
間
の
村
落
構
造
に
つ

い
て
の
別
個
の
分
析
を
必
要
と
す
る
た
め
、
本
論
で
は
以
上
の

こ
と
に
つ
い
て
概
略
的
に
確
認
し
て
お
く
に
止
め
た
い
。

結
ぴ

　
本
論
の
課
題
は
、
朝
日
馬
場
村
に
お
け
る
文
禄
・
寛
文
検
地

帳
の
比
較
対
照
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
検
地
基
調
に
つ
い
て
考
え

る
と
同
時
に
、
そ
の
問
の
農
民
階
層
構
成
の
変
化
を
分
析
し
、

こ
の
地
方
に
お
け
る
「
小
農
」
自
立
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
こ
に
見
た
状
況
は
、
甲
州
郡
内
領
と

い
う
山
間
特
殊
地
帯
で
の
一
事
例
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
水
田
稲

作
を
主
軸
と
し
た
「
小
農
」
経
営
の
一
般
的
展
開
に
と
っ
て
、

多
大
の
困
難
な
諸
条
件
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ

こ
に
見
る
状
況
は
典
型
的
な
地
域
分
析
と
は
言
え
な
い
。
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（45）　甲州郡内領における近世初期の検地について

　
し
か
し
こ
こ
で
確
認
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
朝
日
馬
場
村
で

の
文
禄
検
地
で
は
、
斗
代
・
地
目
の
設
定
に
あ
た
っ
て
可
成
り

高
い
石
盛
が
行
わ
れ
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
れ
に
比
し
て
寛

文
検
地
の
場
合
、
こ
の
村
の
農
民
経
営
に
と
っ
て
な
お
過
重
な

も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
の
間
に
一
定
度
の
軽
減
が
認
め
ら

れ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
す
れ
ぱ
、
こ
の

朝
日
馬
場
村
の
場
合
、
以
上
の
よ
う
な
文
禄
期
の
斗
代
構
成
が

全
剰
余
労
働
収
奪
の
第
一
段
階
的
様
相
を
呈
す
る
の
に
対
し
、

寛
文
期
の
斗
代
構
成
が
、
第
二
・
第
三
段
階
に
照
応
的
な
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旭
）

と
な
っ
て
い
る
と
見
て
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
た
だ
太
閤
検
地
と
徳
川
検
地
、
及
び
近
世
初
期
の
徳
川
検
地

の
基
調
、
及
ぴ
幕
藩
体
制
確
立
期
に
お
け
る
年
貢
収
奪
の
検
討

に
つ
い
て
は
、
な
お
様
々
な
諸
問
題
が
存
在
し
て
お
り
、
し
か

も
こ
こ
で
の
分
析
は
一
力
村
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ

で
は
断
定
は
控
え
ざ
る
を
得
な
い
が
、
甲
州
で
の
幕
藩
体
制
の

確
立
週
程
に
つ
い
て
は
、
国
中
地
方
で
の
検
地
及
ぴ
鰍
沢
を
基

軸
と
し
て
江
戸
へ
の
廻
米
を
主
任
務
と
し
た
富
士
川
舟
運
体
制

の
整
備
が
行
わ
れ
、
更
に
甲
州
北
部
一
帯
に
お
い
て
甲
州
街
道

宿
駅
の
建
設
が
進
め
ら
れ
た
慶
長
期
が
注
目
さ
れ
る
。

　
ま
た
最
初
に
も
見
た
よ
う
に
、
郡
内
で
の
「
村
」
名
の
一
般

化
が
、
第
；
阜
に
引
用
し
た
『
甲
斐
国
志
』
史
料
A
・
B
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
文
禄
三
年
検
地
以
前
の
天
正
十
八
－

十
九
年
に
西
域
の
村
落
で
行
わ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
検
地
に
前

後
す
る
時
期
以
降
で
あ
る
こ
と
か
ら
は
、
天
正
期
に
つ
い
て
の

検
討
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
。
と
り
わ
け
天
正
十
七
年
に
は
、
国

中
三
郡
で
の
伊
奈
検
地
を
画
期
と
し
て
甲
斐
に
お
け
る
地
域
区

分
と
し
て
知
ら
れ
る
「
九
筋
二
領
」
が
成
立
し
た
と
さ
れ
て
い

　
＾
2
0
〕

る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
検
討
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
文
禄

期
に
前
後
す
る
天
正
期
及
び
慶
長
期
に
つ
い
て
は
、
特
に
郡
内

領
の
場
合
、
在
地
史
料
が
非
常
に
少
な
い
た
め
、
後
目
の
課
題

と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
そ
の
意
味
で
は
本
論
の
分
析
も
著
し
く
限
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
以
上
の
点
に
つ
い
て
確
認
し
、
本
論
の
ま
と
め
と
し

　
　
　
（
肌
）

て
お
き
た
い
。

（
1
）
荻
野
三
七
彦
・
柴
辻
俊
六
編
、
角
川
書
店
、

（
2
）
　
『
甲
斐
史
料
集
成
』
第
四
巻
（
同
刊
行
会
、

　
二
六
八
－
二
六
九
べ
ー
ジ
。

一
九
六
九
年
。

一
九
三
四
年
）
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（
3
）
　
同
、
二
八
一
－
二
八
二
ぺ
ー
ジ
。
成
沢
村
は
富
士
山
北
麓
、

河
口
湖
及
ぴ
西
湖
の
南
に
位
置
し
、
『
甲
斐
国
志
』
で
は
、
村
高

　
六
五
石
余
、
戸
数
二
三
八
戸
、
人
口
九
七
二
人
と
さ
れ
る
。
こ

　
の
村
は
成
沢
と
大
田
和
と
の
二
つ
の
集
落
か
ら
成
り
立
ち
、
天

　
正
十
九
年
検
地
帳
で
は
、
「
成
沢
大
田
和
村
」
と
二
つ
の
集
落
名

　
を
並
記
し
て
村
名
と
し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
付
近

　
は
大
嵐
七
郷
と
呼
ぱ
れ
、
中
世
以
前
に
は
八
代
郡
に
属
し
て
い

　
た
（
『
甲
斐
国
志
』
『
甲
斐
史
料
集
成
』
第
四
巻
、
一
九
、
二
〇
、

　
二
八
三
ぺ
ー
ジ
、
『
東
八
代
郡
誌
』
一
九
一
四
年
、
一
一
八
ぺ
ー

　
ジ
）
。
甲
斐
に
お
け
る
郡
域
に
は
、
古
代
以
降
に
変
動
が
認
め

　
ら
れ
る
が
、
そ
の
内
巨
摩
郡
に
つ
い
て
は
、
磯
貝
正
義
「
郡
の

　
成
立
－
甲
斐
国
巨
麻
郡
の
場
合
」
（
『
信
濃
』
一
四
－
一
、
一
九

　
六
二
年
、
の
ち
『
郡
司
及
ぴ
采
女
制
度
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

　
一
九
七
八
年
に
所
収
）
を
参
照
。

（
4
）
『
甲
斐
史
料
集
成
』
第
六
巻
、
二
五
二
－
二
五
四
ぺ
ー
ジ
。

（
5
）
　
甲
州
で
の
近
世
初
期
の
検
地
に
つ
い
て
は
、
『
甲
斐
国
志
』

　
（
同
前
）
四
八
－
五
〇
ぺ
ー
ジ
、
服
部
治
則
「
甲
斐
の
検
地
」

　
（
『
甲
斐
史
学
』
一
、
一
九
五
七
年
）
を
参
照
。

（
6
）
　
『
甲
斐
国
志
』
（
同
前
）
四
七
－
四
八
ぺ
ー
ジ
。
天
正
十
七

　
年
検
地
帳
に
つ
い
て
は
、
『
新
編
甲
州
古
文
書
』
第
二
巻
、
六
〇

　
－
六
ニ
ペ
ー
ジ
に
「
大
野
寺
大
坊
領
分
水
帳
」
が
見
ら
れ
る
に

　
止
ま
る
。
但
し
、
分
米
は
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。

（
7
）
　
甲
州
の
検
地
帳
の
残
存
状
況
に
つ
い
て
は
、
『
新
編
甲
州

古
文
書
』
第
三
巻
、
二
二
一
一
－
二
二
五
ぺ
ー
ジ
を
参
照
。
そ
の

内
、
新
倉
村
の
「
古
水
帳
」
（
一
）
が
同
書
九
二
－
一
〇
四
ぺ
ー

ジ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
上
鶴
島
郷
分
に
つ
い
て
は
、
同
薯
一

　
〇
四
ぺ
ー
ジ
注
記
に
よ
る
。

（
8
）
　
『
甲
斐
史
料
集
成
』
第
四
巻
、
二
九
〇
ぺ
ー
ジ
。

（
9
）
　
小
林
利
久
氏
筆
写
史
料
。
こ
の
史
料
に
よ
れ
ぱ
村
数
は
文

禄
期
の
八
一
よ
り
少
な
い
七
六
で
、
こ
の
帳
面
は
年
貢
高
確
認

　
の
た
め
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

　
の
史
料
に
よ
れ
ぱ
、
鶴
川
村
・
小
畦
村
の
場
合
も
、
分
村
前
に

　
比
し
て
、
村
高
に
減
少
が
認
め
ら
れ
る
（
『
犬
月
市
史
』
史
料

　
篇
、
校
倉
書
房
、
一
九
七
六
年
、
九
五
八
－
九
六
五
ぺ
ー
ジ
を

　
も
参
照
）
。

（
1
0
）
　
こ
の
検
地
帳
は
写
本
と
思
わ
れ
る
が
、
本
文
引
用
の
よ
う

　
に
一
筆
毎
に
合
点
が
認
め
ら
れ
る
他
は
加
筆
の
跡
は
な
く
、
表

　
紙
に
「
文
禄
三
年
甲
午
　
八
月
廿
八
日
　
甲
州
鶴
郡
内
　
朝
日

　
村
御
検
地
帳
」
と
記
さ
れ
、
検
地
役
人
と
見
ら
れ
る
林
次
郎
右

　
衛
門
と
久
米
田
八
郎
と
い
う
二
人
の
名
前
と
コ
早
保
十
二
年
迄

　
百
四
十
年
L
と
す
る
記
載
が
あ
る
。
享
保
十
二
（
一
七
二
七
）

　
年
は
文
禄
三
（
一
五
九
四
）
年
か
ら
数
え
て
二
一
…
年
に
あ
た

　
る
の
で
、
七
年
の
差
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
検
地
帳
の
一

　
二
丁
の
間
に
は
「
未
ノ
新
田
分
朝
日
村
　
久
兵
衛
／
三
斗
八
／

　
右
価
如
件
／
元
和
五
年
未
十
月
廿
九
日
　
新
清
右
㊥
／
鳥
篠
右

　
㊥
」
（
元
和
五
年
は
一
六
一
九
年
）
と
記
さ
れ
た
書
付
が
は
さ
ま
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れ
て
い
た
。

（
u
）
　
こ
の
時
期
の
農
民
階
層
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
潤
之
介

　
『
大
名
と
百
姓
』
（
中
央
公
論
杜
、
一
九
六
六
年
）
三
六
－
三
九

　
ぺ
ー
ジ
、
『
幕
末
社
会
論
』
（
塙
書
房
、
一
九
六
九
年
）
三
一
－

　
五
一
ぺ
：
ジ
、
「
幕
藩
体
制
論
」
（
山
口
啓
二
・
佐
々
木
潤
之
介

　
『
幕
藩
体
制
』
日
本
評
論
杜
、
一
九
七
一
年
）
四
二
四
i
四
二

　
六
、
四
三
九
－
四
四
〇
ぺ
ー
ジ
、
「
幕
藩
制
国
家
論
」
『
大
系
日

　
本
国
家
史
』
3
・
近
世
（
東
犬
出
版
会
、
一
九
七
五
年
）
四
八

　
－
四
九
べ
ー
ジ
を
参
照
し
た
。

（
1
2
）
　
『
秋
元
家
甲
州
郡
内
治
績
考
』
（
都
留
市
教
育
委
員
会
、
一

　
九
六
六
年
）
に
収
録
さ
れ
る
「
甲
州
御
領
ノ
犬
略
」
五
五
ぺ
ー

　
ジ
に
よ
れ
ぱ
、
藩
制
期
の
年
貢
率
は
お
よ
そ
七
五
％
に
当
た

　
る
。

（
1
3
）
　
同
前
、
四
一
－
四
二
ぺ
ー
ジ
所
収
の
寛
文
九
年
検
地
帳
奥

　
警
に
よ
る
。

（
u
）
　
同
前
、
四
－
三
五
ぺ
ー
ジ
「
治
水
」
「
墾
田
」
の
部
を
参

　
照
。
こ
れ
に
よ
れ
ぱ
寛
永
十
年
よ
り
寛
文
五
年
ま
で
の
約
五
〇

　
年
間
に
六
二
〇
〇
町
歩
の
墾
田
が
開
拓
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る

　
（
二
一
ぺ
ー
ジ
）
。

（
1
5
）
　
同
前
、
八
六
－
九
四
ぺ
ー
ジ
。
同
書
に
よ
れ
ぱ
、
年
貢
未

　
進
分
は
こ
の
転
封
時
に
全
て
免
除
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。

（
1
6
）
　
こ
の
点
村
に
よ
っ
て
差
が
犬
き
い
が
、
こ
の
下
和
田
村
の

　
場
合
、
宝
暦
期
に
か
け
て
寛
文
検
地
時
の
農
民
数
よ
り
更
に
家

数
が
倍
増
し
て
い
る
。

（
1
7
）
　
拙
稿
「
近
世
郡
内
地
方
の
皆
金
納
に
つ
い
て
」
（
『
歴
史
評

　
論
』
四
二
七
、
一
九
八
五
年
）
。

（
1
8
）
　
幕
藩
制
の
段
階
規
定
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
潤
之
介
「
幕

藩
制
に
お
け
る
畿
内
の
位
置
に
つ
い
て
」
（
『
一
橋
論
叢
』
四
七

　
－
三
、
一
九
六
二
年
、
の
ち
『
幕
藩
制
国
家
論
』
上
、
東
犬
出

版
会
、
一
九
八
四
年
に
所
収
、
三
三
七
ぺ
ー
ジ
）
を
参
照
。

（
1
9
）
　
こ
の
点
、
幕
藩
制
の
第
一
段
階
に
豊
臣
政
権
期
を
置
く
考

　
え
方
が
あ
る
が
（
三
鬼
清
一
郎
「
豊
臣
政
権
の
知
行
体
系
」
『
日

　
本
史
研
究
』
一
一
八
、
一
九
七
一
年
、
「
朝
鮮
役
に
お
け
る
軍
役

　
体
系
に
つ
い
て
」
『
史
学
雑
誌
』
七
五
－
二
、
一
九
六
六
年
、
と

　
も
に
の
ち
『
論
集
日
本
歴
史
・
6
・
織
豊
政
権
』
有
精
堂
、
一

　
九
七
四
年
に
所
収
）
、
本
論
で
は
、
豊
臣
政
権
期
に
つ
い
て
は
幕

藩
制
の
前
段
階
と
し
て
の
過
渡
的
性
格
を
持
つ
も
の
と
考
え
て

　
い
る
。

（
2
0
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
の
最
近
の
研
究
と
し
て
は
、
秋
山
敬

「
九
筋
の
起
源
」
（
磯
貝
正
義
先
生
古
希
記
念
論
文
集
編
纂
委
員

　
会
編
『
甲
斐
の
地
域
史
的
展
開
』
雄
山
閣
、
　
一
九
八
二
年
）
が

参
照
さ
れ
る
。
た
だ
「
二
領
」
の
内
「
郡
内
」
の
称
の
成
立
に

　
つ
い
て
は
、
『
甲
斐
国
志
』
は
武
田
時
代
の
小
山
田
支
配
期
と
し

　
て
い
る
（
『
甲
斐
史
料
集
成
』
第
四
巻
、
二
六
八
べ
ー
ジ
）
。

（
2
1
）
　
な
お
本
稿
は
、
一
九
八
八
年
度
佐
々
木
ぜ
ミ
報
告
を
も
と

　
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
成
稿
に
あ
た
り
、
佐
々
木
潤
之
介
先
生
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の
御
指
導
を
賜
っ
た
ほ
か
、
史
料
閲
覧
に
つ
い
て
は
松
本
四
郎

氏
の
御
高
配
に
、
ま
た
統
計
処
理
に
あ
た
っ
て
は
僑
報
処
理
セ

ン
タ
ー
の
御
教
示
に
与
っ
た
。
記
し
て
謝
し
て
お
き
た
い
。

（
文
教
大
学
講
師
）
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